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A-37当施設においてー酸化窒素吸入療法を施行した19例についての検討
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NO吸入をおこなった19例について以下の4
点からNO吸入の効果を検討した。
1.呼吸不全での肺動脈圧低下とPa02改善作用
NO吸入によるAaDo2左平均動脈庄の変化
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症例によりNOの有効性には大きな差が認め
られた。有効症例はPa臼の低下に換気血流比の
不均等分布が大きくかかわっている無気肺や肺
炎であり、無効症例は肺血管の器質的変化が進
行している高度のBPD症例と肺全体の換気が障
害されている肺出血症例であった。ARDSIこ対
してはPaαの改善効果は小さかったが、測定で
きた 1例では肺動脈圧の低下が認められた。こ
れらの 7症例ともすべて救命できなかった。
NO吸入は一時的には有効であっても、呼吸不
全患者の予後を大きく変えるまでにはいたらな
い可能性がある。
2.肺高血圧や右心機能低下による右心不全時の
後負荷軽減作用
NO吸入前後の中心静脈庄、平均動脈庄、およ
びAaDo2の変化
対象先天性心疾患の根治術術後6例
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NO吸入は平均動脈圧にほとんど影響を与え
ずに中心静脈圧を低下させており、循環動態の
改善に非常に有効であった。

NO吸入による肺動脈庄の変化
症例:ly.o.大血管転位症根治術術後
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NO吸入開始直後より肺動脈圧は急速に低下
し、吸入中止により再び上昇している。その間
血圧には大きな変化はみられない。
3.チアノーゼ性心疾患における肺血流増加作用
NO吸入前後のぬ02の変化
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NO吸入により肺血流が増加し、 PaU2の改善
が認められた。
2.3.に示した心疾患患者9名のうち7名は無
事ICUを退室できており、NO吸入がよりよい循
環動態の維持に役だったと考えられる。NO吸
入は選択的に肺循環系をコントロールでき、心
疾患患者の術後急性期の管理などにおいてに非
常に有用である。しかし、これらの症例はすべ
て小児の心疾患患者であり、より肺血管の器質
的変化が進行している成人の弁疾患患者などで
も有効であるかは不明である。
4.新生児遷延性肺高血圧症PPHNの治療および
発生予防作用
横隔膜ヘルニアの新生児症例3例にPPHNの
予防のために出生早期からNO吸入を行った。
1例は救命できたが、他の 2例ではECMO導入
となり、 ECMO離脱もできず死亡した。NO吸入
が横隔膜ヘルニアの管理に有効である可能性は
高いが、肺低形成の程度の強い症例については
やはり限界があると考えられる。


